
 

 

 

物  質  名 N-メチルカルバミン酸 2,3-ジヒドロ-2,2-ジメチル-7-ベンゾ[ b ]フ
ラニル ＤＢ－51 

別  名 
カルボフラン 
カーボフラン 
フラダン 

CAS 番号 1563-66-2 
PRTR 番号 第 1 種 327 
化審法番号 5-5540 

構 造 式 
 

 

分子式 C12H15NO3 分子量 221.26 
沸点 － 融点 151℃ 3) 
蒸気圧 4.85×10-6 mmHg（19℃）1) 換算係数 1 ppm = 9.05 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.32 2) 水溶性 700 mg/L（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 2 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 5 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 85 mg/m3  5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.5、1、5 mg/kg/day を 2 年間混餌投与した結果、5 mg/kg/day 群で体重増加の抑

制、血漿、赤血球及び脳のコリンエステラーゼ活性の阻害に有意差を認め、臓器重量の変化

もみられたが、これは体重増加の抑制に伴うものと思われた 6) 。この結果から、NOAEL は 1 
mg/kg/day であった。 

・イヌに 0、0.43、3.1、10.6 mg/kg/day を 13 週間混餌投与した結果、1 週目から 0.43 mg/kg/day
以上の群で耳や口腔粘膜の充血、流涎、用量に依存した血漿及び赤血球コリンエステラーゼ

活性の阻害を認め、10.6 mg/kg/day 群で筋の痙攣、運動失調、頻呼吸、嘔吐、体重増加の抑制

などがみられた 7) 。このため、0、0.22 mg/kg/day を同様に 4 週間投与したところ、上記のよ

うな投与に関連した影響はなかった 8) 。この結果から、NOAEL は 0.22 mg/kg/day であった。

・イヌに 0、0.25、0.50、12.5 mg/kg/day を 1 年間混餌投与した結果、12.5 mg/kg/day 群で嘔吐に

伴う体重増加の抑制、筋の痙攣、流涎がみられ、ヘマトクリット値、ヘモグロビン濃度、赤

血球数の著しい減少、血漿及び赤血球コリンエステラーゼの著しい阻害を認め、脳のアセチ

ルコリンエステラーゼ活性にも阻害がみられた。また、12.5 mg/kg/day 群の雄で精細管の変性、

巨細胞の形成、無精液症を認め、これらは 0.5 mg/kg/day 群の雄 1 匹にもみられた 9) 。この結

果から、NOAEL は 0.5 mg/kg/day であった。 
・マウス及びモルモットに 0.01 mg/m3 を 3 週間（4 時間/日、5 日/週）吸収させた結果、投与に

関連した影響を認めなかった 10) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.002、0.01％の濃度で餌に混ぜて投与した 3 世代試験の結果、0.01％群の親で試

験期間を通して体重増加の抑制を認め、各世代の仔で 4 日生存率の減少、体重増加の抑制、

F2 世代の仔の数匹で脱水症を認めた。また、0.002％以上の群の F2 世代の親及び仔で主要臓器

重量の有意な変化がみられたが、それらに用量依存性はなく、組織への影響もなかった。妊
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娠率への影響もなかった 11) 。この結果から、NOAEL は 0.002％（雄で 1.2 mg/kg/day、雌で

1.9 mg/kg/day）であった。 
・雌ラットに 0、1.5、4.4、11 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 19 日目まで混餌投与した結果、4.4 

mg/kg/day 以上の群の母ラットで用量に依存した体重増加の抑制を認め、11 mg/kg/day 群の仔

の体重は授乳期間を通して低かった。しかし、黄体数や着床数、吸収胚数、仔の数等の生殖

パラメータに影響はなく、奇形の発生率増加もなかった 12) 。この結果から、NOAEL は母ラ

ットで 1.5 mg/kg/day、仔で 4.4 mg/kg/day であった。 
・雄ラットに 0、0.1、0.2、0.4、0.8 mg/kg/day を 60 日間（5 日/週）強制経口投与した結果、0.2 

mg/kg/day 以上の群で用量に依存した体重増加の抑制、副睾丸、精嚢、前立腺及び凝固腺の重

量の有意な減少、睾丸の変性（浮腫、鬱血、セルトリ細胞の傷害、巨細胞など）を認め、精

子の形態異常の増加、精子運動性の低下及び副睾丸の精子数減少がみられた。さらに、0.2 
mg/kg/day 以上の群で睾丸の諸酵素活性に有意な変化（SDH、G6PDH：上昇、LDH、γ-GTP
：低下）も認めた 13) 。この結果から、NOAEL は 0.1 mg/kg/day（暴露状況で補正：0.07 mg/kg/day）
であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・接触性皮膚炎の農夫 30 人（対照群 20 人）に種々の農薬のパッチテストを実施した結果、本

物質を含むカルバメートでは 7 人が感作を誘発し、次いで有機リン剤の 4 人であった 14) 。 
・2 時間前に本物質を主成分とする農薬が空中散布された綿畑で約 4 時間作業していた農夫 34

人で吐気、頭痛、眩暈、筋力低下、涙目、嘔吐、唾液分泌過多、徐脈、発汗、縮瞳等の症状

を訴え、30 人は直ちに診療所に運ばれ、うち 29 人はその日のうちに退院したが、1 人は心房

細動発作で一晩入院した。尿で本物質の代謝産物が検出され、10 人の赤血球コリンエステラ

ーゼ活性は通常よりも低かったが、血液サンプルの保管方法等にも多少の問題があった 15) 。

・ボランティアに本物質を単回経口投与した実験の結果、0.05 mg/kg（2 人）で影響はなかった

が、0.10 mg/kg（2 人）で頭痛、眩暈がみられ、0.25 mg/kg（4 人）では口中の渇き感、唾液分

泌過多、発汗、腹痛、傾眠、眩暈、不安、嘔吐、縮瞳といったコリンエステラーゼ阻害の顕

性症状がみられ、赤血球コリンエステラーゼ活性は用量に依存して低下したが、血漿コリン

エステラーゼ活性に影響はなかった 16) 。この結果から、NOAEL は 0.05 mg/kg であった。 
・中国の農薬製剤工場 2 ヶ所の調査では、コリンエステラーゼ阻害を伴った諸症状から 25 人が

本物質の中毒と診断され、本物質濃度が 0.018～0.067 mg/m3 であった工場の労働者では勤務

前後の血中コリンエステラーゼ活性に差はなかったが、0.025～1.12 mg/m3 であった工場では

勤務前後で有意な変化（阻害）がみられた。しかし、阻害作用は可逆的で、解毒剤（アトロ

ピン）処置の有無に拘わらず、ほとんどの労働者でコリンエステラーゼ活性は 2～3 時間以内

に完全に回復した 17) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 18) TLV-TWA 0.1 mg/m3  
 日本産業衛生学会 －  
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暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの生殖・発生毒性試験から得られた NOAEL 0.1 mg/kg/day（睾丸

への影響）を採用し、暴露状況で補正をした 0.071 mg/kg/day を暫定無毒性量等として設定する。

 吸入暴露については、ヒトの TLV-TWA 0.1 mg/m3（コリンエステラーゼ活性阻害）を採用し、

暴露状況で補正をした 0.02 mg/m3 を暫定無毒性量等として設定する。 
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